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① 緑地、公園、オープンスペースの充足状況

《緑地》

・平成 19 年度杉並区みどりの実態調査によると、対象地区の緑被地は 44.04ha、緑

被率は 16.91％となっており、杉並区全体の緑被率 21.84％に対し、やや少ない割

合となっている。

・町丁目別にみると、最も緑被率が高いのは、荻窪団地一帯及び大田黒公園を含む荻

窪三丁目（33.81％）で、荻窪駅に隣接する荻窪五丁目（6％）及び上荻一丁目（6.51％）

は緑被率が低くなっており、全体的には荻窪駅の北側の緑被地が不足している。

・緑被地の分布状況をみると、地区内の主な緑被地は戸建て住宅における樹木被覆地

となっており、荻窪駅周辺及び青梅街道や環状８号線沿道には緑被地が少ない。　

・平成 14 年度調査と平成 19 年度調査における緑被地の面積を比較すると、天沼地

区以外の地区で減少傾向が見られる。

・「杉並区みどりの基本計画」（平成 22 年 5 月）においては緑被率の目標を 25％と

しており、対象地区はこれを下回っている。

【杉並区の緑被地の状況】

※数値は平成 19 年度杉並区みどりの実態調査を引用

面積（ha） 構成比（％）

緑
被
地

樹木被覆地 623.95 18.34

草地 74.73 2.20

農地 40.83 1.20

屋上緑化 3.50 0.10

合計 743.01 21.84

緑被地以外 2658.99 78.16 

区全体 3,402.00 100.00 

【対象地区の緑被地の状況】

面積（ha） 構成比（％）

緑
被
地

樹木被覆地 39.92 15.32 

草地 3.72 1.43 

農地 0.12 0.05 

屋上緑化 0.28 0.11 

合計 44.04 16.91 

緑被地以外 216.46 83.09 

対象地区全体 260.50 100.00 

緑被地
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面積
（ha）

平成 19 年度

樹木被覆地
（ha）

草地
（ha）

農地
（ha）

屋上緑化
（ha）

緑被地
（ha）

樹木被覆
地率

（％）

草地率
(%)

農地率
(%)

屋上緑化
率 (%)

緑被率
(%)

上荻 1 丁目 15.50 0.94 0.02 0.00 0.05 1.01 6.06 0.13 0.00 0.32 6.51 

上荻 2 丁目 26.40 3.70 0.11 0.00 0.02 3.83 14.02 0.42 0.00 0.08 14.52 

天沼 1 丁目 22.10 3.28 0.27 0.00 0.00 3.55 14.84 1.22 0.00 0.00 16.06 

天沼 2 丁目 25.60 3.71 0.19 0.00 0.01 3.91 14.49 0.74 0.00 0.04 15.27 

天沼 3 丁目 26.40 2.98 0.20 0.00 0.02 3.20 11.29 0.76 0.00 0.08 12.13 

荻窪 2 丁目 25.00 4.59 0.37 0.00 0.02 4.98 18.36 1.48 0.00 0.08 19.92 

荻窪 3 丁目 29.90 8.51 1.60 0.00 0.00 10.11 28.46 5.35 0.00 0.00 33.81 

荻窪 4 丁目 21.30 3.48 0.26 0.07 0.02 3.83 16.34 1.22 0.33 0.09 17.98 

荻窪 5 丁目 19.00 1.05 0.04 0.00 0.05 1.14 5.53 0.21 0.00 0.26 6.00 

南荻窪 4 丁目 16.30 3.25 0.32 0.05 0.03 3.65 16.67 1.64 0.26 0.15 18.72 

阿佐谷南 3 丁目 33.00 4.43 0.34 0.00 0.06 4.83 13.42 1.03 0.00 0.18 14.63 

対象地区（合計） 260.50 39.92 3.72 0.12 0.28 44.04 15.32 1.43 0.05 0.11 16.91 

杉並区 3402.00 623.95 74.73 40.83 3.50 743.01 18.34 2.20 1.20 0.10 21.84 

【町目別の緑被地の状況】

※平成 19 年度杉並区みどりの実態調査より作成

【緑被地の分布状況】

※平成 19 年度杉並区みどりの実態調査より抜粋

対象地区

※平成 19 年度杉並区みどりの実態調査より抜粋

【緑被地面積の推移】
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・平成19 年度杉並区みどりの実態調査では、

右の分類に基づき緑地の調査をおこなって

いる。

・対象地区内では、比較的永続性が見込め

る緑地（都市施設とする緑地や制度上安

定した緑地、社会通念上安定した緑地）

として、公園緑地や善福寺川、社寺、病

院が分布しているが、皆規模が小さく、

まとまった緑地は少ない。

・特に荻窪駅の北側は周辺地域においても

緑地が少ない状況となっている。

対象地区

【緑地の分布状況】

【緑地の分類】

※平成 19 年度杉並区みどりの実態調査より抜粋
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《公園・オープンスペース》

・対象地区の公園の面積を町目毎にみると、上荻１丁目及び荻窪４丁目が全く公園がなく、

最も面積が大きいのは、荻窪３丁目で 16,897.33 ㎡となっている。

・１人あたりの公園面積をみても、荻窪３丁目が最も多く、3.11 ㎡ / 人でとなっている。

・杉並区の平均は 1.85 ㎡ / 人（平成 21 年 4 月の実績）であり、「杉並区みどりの基本計

画」（平成 22 年 5 月）においては区民１人あたりの公園緑地の面積を 5 ㎡ / 人として

いるのに対し、地区全体として公園の面積が不足している。

・今回のアンケート調査からも、公園の整備を求める意見が多くみられ、特に荻窪駅に近

接した公園や子供が自由に遊べる公園が望まれている。

公園面積

（㎡）

人口

（人）

１人あたりの公園面積

（㎡ / 人）

上荻一丁目 0.00 1,449 0.00 

上荻二丁目 642.73 4,455 0.14 

天沼一丁目 1,767.85 3,759 0.47 

天沼二丁目 304.01 5,021 0.06 

天沼三丁目 2,222.20 5,519 0.40 

荻窪二丁目 3,015.05 3,860 0.78 

荻窪三丁目 16,897.33 5,425 3.11 

荻窪四丁目 0.00 3,903 0.00 

荻窪五丁目 338.36 4,214 0.08 

南荻窪四丁目 2,798.30 3,085 0.91 

阿佐谷南三丁目 5,062.83 6,726 0.75 

合計 33,048.66 47,416 0.70 

【１人あたりの公園の面積】

※土地利用現況調査データ（平成 18 年度調査）を基に作成
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② 荻窪駅周辺における緑の状況

《駅前及び駅前通り》

・駅の北口については、整備前の駅前広場は緑がほとんどなく、殺風景なものであっ

たが、整備後は中央部に桜とケヤキが植えられ、駅舎に隣接した多目的広場にも樹

木が植えられている。

・駅の南口は駅前通りに街路樹がなく、沿道の建築物も緑化を行っていないため、全体的に

緑が少ない印象となっている。駅前通り沿道の公共施設（あんさんぶる荻窪）において壁

面緑化やオープンスペースの緑化を行っているが、駅からの視認性は低い。

【北口駅前広場】

整備前

整備後

※写真は駅 wiki ホームページより引用
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　「荻窪音楽祭」の会場等として活用される他、JR 荻窪駅構内に自生していた“荻窪”の地名の由来となった「荻」

が移植されている。　

　駅前通りの歩道には低木植栽帯が設置されているが、街路樹はなく、沿道の建築物の緑化も行われていないため、

緑の印象は薄い。

　街路樹の樹冠が小さいため、シンボル的な景観としてはやや不十分

【駅舎に隣接した多目的広場】

【南口駅前】

【青梅街道】
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《駅周辺の敷地及び建物》

・店舗・事務所については、商店街等で店先にプランターを設置している店舗はいくつか

あるものの、積極的に接道部等の敷地内や建築物の緑化を行っている例は少ない。

・駅南口の荻窪地区の戸建て住宅は、敷地の規模が大きく、屋敷林や庭の植樹等、広いス

ペースを利用した豊かな敷地内緑化を行っている。駅北口の天沼地区は、敷地が狭く、

建築物が密集しているため、緑化が困難な敷地が多いが、玄関先の緑や生け垣等で積極

的に緑化を行っている例もみられる。

・青梅街道や幅員の広い大通りに面する共同住宅は、敷地が狭く、道路と建物の間にスペー

スがないこと、１階がマンションの出入口や車庫、店舗等となっている建物が多く、プ

ライバシーを確保する必要がないこと等から接道部を緑化している例は少ないが、裏通

りに面する共同住宅は、１階に居住空間が設けられている場合が多く、通りからの目線

を遮る植栽帯が設置されている例が多く見られる。また、最近新築されたマンションで

は、近年の環境への関心の高まりを反映してか、緑化を行っている例がみられる。

【店舗・事務所（南口）】

▲荻窪すずらん通り商盛会

▲荻窪南口仲通り商店会▲荻窪南口仲通り商店会

▲荻窪すずらん通り商盛会
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【店舗・事務所（北口）】

▲荻窪北口大通り商店街振興組合

▲荻窪寿通り商店会

▲荻窪駅前商店会

▲教会通り新栄会

▲天沼八幡通り商店会

▲荻窪南口仲通り商店会（横道）▲荻窪南口仲通り商店会（横道）

▲荻窪駅前商店会
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【住宅】

▲戸建て住宅（天沼地区）

　建物が密集しており、緑化が困難な敷地が多い

▲戸建て住宅（荻窪地区）

　敷地に余裕があり、接道部等の積極的な敷地内

緑化が見られる

▲共同住宅（大通り沿い）

　大きな通り沿いの共同住宅は、道路と建物の間にスペースがなく、緑化している例は少ない

▲共同住宅（裏通り）

　裏通りの共同住宅は、接道部を中心に緑化を行っている例が見られる

画面上の情報をすべて見るには、印刷 をクリッ
クします。

1/1 ページ荻窪 - Google マップ

2012/02/07http://maps.google.co.jp/maps?hl=ja&rlz=1T4SKPT_jaJP426JP429&q=%E8%8D%BB%E7%AA%AA&um=1&ie=UTF-8&sa=N&tab=...

画面上の情報をすべて見るには、印刷 をクリッ
クします。

1/2 ページ荻窪 - Google マップ

2012/02/07http://maps.google.co.jp/maps?hl=ja&rlz=1T4SKPT_jaJP426JP429&q=%E8%8D%BB%E7%AA%AA&um=1&ie=UTF-8&sa=N&tab=...
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③ 緑化の整備手法及び事例の整理

・今回のアンケート調査では、駅周辺の問題点として、“駅前や大通りにおける緑の不足”

を指摘する意見が多く、さらなる緑の充実が望まれている。具体的な意見として、駅前

におけるランドマークとなるような樹木の植樹やシンボル的な並木道の形成等があげら

ている。

・荻窪駅周辺の緑の充足状況等からも、駅前や商店街、幅員の広い通りの沿道、駅北口の住宅

地において緑が少ないことから、これらの緑化に向けた整備手法と事例を例示する。

◎駅前

・荻窪駅を駅周辺における緑の発信拠点と位置付け、街路樹や既存の緑と一体となった緑の

ネットワークを形成する。

・荻窪駅への出入り口をわかりやすくするとともに、荻窪駅のシンボル性を高めるため、北口

のコンコースの出入口や駅前広場への進入口に緑のゲート等を設置する。

・青梅街道の街路樹は北口駅前広場の緑の一部となっているため、駅前広場内の樹木と街路樹

の樹種をそろえること等により連続性を持たせ、一体感のある駅前空間を演出する。

・北口駅前広場において、「花咲かせ隊」等の住民ボランティアによる植栽を行い、地元の創

意工夫による個性的な緑化や地元の緑化に対する機運醸成を図る。

・北口駅前広場や南口の駅前通りに面する建物については、駅からの見え方に配慮し、壁面後

退による接道部の緑化や壁面緑化等の建築物の緑化による“見える緑化”を推進する。

【緑化の整備例】

○花咲かせ隊

区立公園等にいて住民が実施す

る花壇づくりなどの緑化活動を

杉並区が支援する制度。

参加資格：

区内在住の 5 名以上のグループ

活動内容：

参加者が公園の花壇の土づくり

からデザイン、草花の植え付け、

除草、水やりなどの日常の維持

管理を実施。花壇の広さは原則

1 団体 4 ㎡

※写真はぼうはん日本ホームページより引用
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［駅前緑化の事例］

［緑化の概要］

-駅舎の緑化

　武蔵境駅の高架化及び駅ビル（Emio 武蔵

境）の開店に併せ、駅南口に緑で覆われた

シンボルゲートを設置

- 隣接敷地の緑化

　駅前広場に隣接した農水省食糧倉庫跡地に

おいて、地域の人々の交流の場となる芝生

で覆われた広場（2,162 ㎡）を整備。駅

前広場や街路樹等と一体感を持たせる創り

となっている。

［整備完了］平成 23 年

［関連事業］社会資本整備総合交付金事業（旧
まちづくり交付金）

▲奥の建物：武蔵野プレイス、手前：境南ふれあい広場公園

　広場の木陰にお洒落なベンチを設置

▲境南ふれあい広場公園

　親子連れの遊び場やイベント会場等、多目的に利用さ

れている

▲イベント会場として利用される駅前広場

　駅前広場で駅施設の完成を記念したイベント（武蔵

境ピクニック）を開催

▲既存の緑をつなぐ核を形成

　駅前広場や周辺道路の既存樹木をつなぐ拠点とし

て緑のネットワークを形成

武蔵境駅

　［所 在 地］武蔵野市

　［乗入路線］JR 中央線、西武鉄道多摩川線

※武蔵野市、武蔵野プレイスホームページより引用
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［緑化の概要］

-駅前広場の緑化

　市民が花や野菜、ハーブなどを植えるワークショッ

プ等により、駅前広場を緑化する「かしはなプロジェ

クト」を実施。

　高齢者や障害者も参加できるプロジェクトもあり、

千葉大学により「園芸療法」の科学的な検証も行わ

れている。

［事業開始］平成 21 年～

［主　　催］かしはなプロジェクト事務局

［関連事業］千葉県「持続可能な国際都市づくりのた
めの新たな担い手育成支援事業」

▲車いすの方でも園芸を楽しむことができる立体プ

ランター（レイズドベッド）を千葉県山武杉の間伐

材で作成

▲季節感ある美しい花や緑が、通行者の目を楽しませ

てくれる、かしはなのシンボル・ガーデン

柏の葉キャンパス駅

　［所 在 地］柏市

　［乗入路線］TX つくばエクスプレス

※「かしはなプロジェクト」ホームページより引用

▲日常の手入れ作業は毎週定期的に実施し、不定期に

様々なワークショップ（参加費無料）が開催される

▲見頃を迎えた「かしはな花壇」
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▲駅前で毎月開催されている「マルシェコロール」で

駅前で育てたラベンダーやハーブを販売

▲レイズドベッドで育てた野菜を収穫し、参加者が地

料理をし、味比べを楽しむ

▲花壇で育てたラベンダーを使って、雑貨作りのワー

クショップを開催

▲レイズドベッドは食べられる野菜も栽培し、かなり

の量が収穫できる

※「かしはなプロジェクト」ホームページより引用

［駅前の敷地及び建物緑化の事例］

駅前施設の壁面緑化等

▲駅前のように緑化スペースがない敷地においても効果的な緑化が可能

新浦安駅前プラザ グレース六本木丸の内ブリックスクエア
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（壁面後退区域における低木による接道部緑化）

（壁面後退区域における中～高木による接道部緑化）

▲大通り沿道の商業施設等で、自転車や車からでもショーウインドーが良く見える

自由が丘

赤坂見附西新宿

原宿

みなとみらい 21 みなとみらい 21

武蔵小杉 さいたま市北部拠点宮原地区
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◎商店街、住宅地

・間口のほとんどをショーウインドーや出入口が占める店舗では、人の出入りや視線の妨げと

ならないような壁面緑化や、高木による部分緑化により、小規模な店舗においても効果的な

緑化を行う。

・商店街毎又は通り毎に統一したプランターを設置し、商店街の個性や統一感のある街並みを

演出する。

・カフェ等では、道路と店内の境界を植栽とすることで、外と内をゆるやかにつなぎ、店内の

落ち着きを保ちながら、道行く人が楽しくなる環境をつくる。

［商店街の緑化の事例］

代官山

横浜元町

自由が丘 田無駅周辺

自由が丘

表参道
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◎住宅地

・共同住宅では、戸建て住宅との間に緑化した緩衝帯を設け、圧迫感を低減させる。

・ある程度まとまった空地を設け、中～高木等で効果的に緑化を図る。

・敷地内の貫通通路や駐車場、駐輪場等の緑化を図る。

［共同住宅の緑化の事例］

田無駅周辺

緑園都市（神奈川県）

目白駅周辺

久我山 緑園都市（神奈川県）

緑園都市（神奈川県）

▲上左右：ラ・ヴェール東陽町（江東区）の駐車場棟の壁面緑化、屋上緑化（HOUECO ホームページより引用）
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【住民活力を活用した取組み】

○エコもてなし（横浜市）

　ファーストフード店や宿泊施設等で使い捨て容器をゼロにすることを目指す

○エコショップ認定制度（水俣市）

　簡易包装の推進や牛乳パック・プラスチックトレーの店頭回収のように、ごみの減量やリサイク

ルなど環境に配慮した取組みを行っている商店等を自治体が認定する制度

○エコポイント（北九州市）

　省エネ家電の購入や植林活動で獲得することができるエコポイントシステム「北九州市民環境パ

スポート」事業にカーボンオフセットなどの仕組み「北九州グリーンファンド」を織り込み、市

民の「見える化」「感じる化」による環境行動のプラットフォーム整備

【高性能住宅の普及】

○住宅性能の評価・格付け精度（横浜市）

　住宅性能の評価格付を行い、一定水準以上の高性能住宅については固定資産税を軽減する等の対

策を施し、ゼロカーボン住宅や 200 年住宅の普及を行う

【交通対策】

○低燃費車の普及促進

　電気自動車やハイブリッド車といった低燃費車の普及を促進するため、エコカーといわれる自動

車への買換え時には低利で融資を行うとともに、充電インフラの固定資産税を軽減するといった

対策を実施

○コミュニティサイクルシステム

　住民が自由に利用できるコミュニティサイクルシステム。自転車道ネットワークの形成に向けて

自転車走行環境を整備したりと、自転車の更なる利用拡大を図ることで、低炭素型の都市交通に

繋げていく

（７）環境

① 持続可能な都市構造の創出に向けた取組み

・近年、太陽光などの再生可能エネルギーや電気自動車を使った交通システム等、ＩＴや先端

技術の活用により持続可能な都市を構築するための「スマートシティ」「スマートコミュニ

ティ」の取組みが注目を集めているところであり、平成 20 年 7 月には、自治体の環境へ

の取組みを促進する施策として、国により 14 の自治体が「環境モデル都市」に選定された。

また、民間主導の取組みでは、神奈川県藤沢市や大阪堺市、千葉県柏市、青森県六ケ所村に

て実証実験等が行われている。

・これらの取組みより、荻窪駅周辺における実施が想定できる取組みを以下に例示する。

② 環境共生都市の先進事例

・持続可能な都市構造の創出に向けた取組みの参考として、世界各国で実施されている環境共

生都市の先進事例を整理する。
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［神奈川県藤沢市］

「家まるごと、施設まるごと、街まるごとのソリューション」をパナソニックが構築
・太陽光発電システムと家庭用蓄電池を全ての住宅・施設・
公共ゾーン等の街区全体に初期から標準装備する。

・「創エネ機器（太陽光発電、家庭用燃料電池『エネファー
ム』等）・蓄エネ機器（蓄電池、ヒートポンプ給湯機等）・
省エネ機器（空調、照明等）・SEG※・宅内ディスプレイ」
を核としたシステムのパッケージ化により、快適性と高
いエコ性能の両立する。

・スマート家電をはじめ将来のネットワーク連携を視野に
入れた、「進化するシステム」を構築する。

・SEGによる自律・協調制御の下、非常時における最低限
の必要エネルギーを自給自足で賄う。

・スマートタウンの構想策定、及び、サービスモデルの企画・推進
・世界のトレンドを踏まえたスマートタウンのプラットフォーム構築支援
・各国でのスマートシティ /グリッド支援実績を活かした海外展開・マー
ケティング支援

・土地区画整理事業等開発に関する基盤整備
・宅地・住宅分譲事業への参画
・街づくりの計画・設計・開発ルール策定
・街の維持管理を目的としたサービス事業のスキームづくり

・家庭用燃料電池「エネファーム」の最新機器導入
・エネファームを活用したエコで快適なくらしを提案
・スマートエネルギーネットワークの推進

・土地区画整理事業等開発に関する基盤整備
・宅地・住宅分譲事業への参画
・街づくりの計画・設計・開発ルール策定
・街の維持管理を目的としたサービス事業のスキームづくり

・グローバル展開にも応用可能なインフラ整備及び街区・不動産開発
・海外の潮流等も踏まえたエネルギーマネジメントサービス

パートナー企業 8社の事業構想具体化に向けた検討内容

パナソニック藤沢工場跡地に計画中のスマートタウン・プロジェクト
・政府は 2010 年、新成長戦略として「環境未来都市」を
国内で開発・パッケージ化して輸出する構想を打出した。

・これらを背景に、藤沢市とパナソニックは、2010 年 10
月に「Fujisawa サスティナブル・スマートタウン構想」
を基本合意し、環境配慮型まちづくりやスマートシティ・
プロジェクト等の先進的な取組みを進める 8社と実現に
向け、共同事業検討を進める。

・この Fujisawa SST の事業モデルを、今後国内外で積極的
に展開していく。

・街全体での CO2 削減 70％（1990 年比）を目指す。
・パナソニック創業 100 周年となる 2018 年に、全世帯入
居を予定している。

低層
住宅用地
低層

住宅用地
中高層
住宅用地
中高層
住宅用地

低層
住宅用地
低層

住宅用地福祉・健康・
教育施設用地

生活支援
施設用地
生活支援
施設用地生活支援

施設用地
生活支援
施設用地

福祉・健康・
教育施設用地

低層
住宅用地
低層

住宅用地

低層
住宅用地
低層

住宅用地低層
住宅用地
低層

住宅用地

低層
住宅用地
低層
住宅用地

低層
住宅用地
低層
住宅用地

低層
住宅用地
低層

住宅用地 低層
住宅用地
低層

住宅用地

※SEG(Smart Energy Gateway)：創・蓄・省エネ機器を独自の連携技術によりコントロール、最適なエネルギー管理を実現するコントロール機器

開発所在地　：神奈川県藤沢市辻堂元町 6-4-1
面積　　　　：約 19ha
計画地用途　：住宅 1,000 戸 / 商業 / 公益施設
計画人口　　：3,000 人（1,000 世帯）
スケジュール：2013 年度後半　街びらき（予定）
総事業費　　：約 600 億円（内パナソニックG…約 250 億円）
関係主体　　：パナソニック株式会社　
　　　　　　　藤沢市、アクセンチュア株式会社
　　　　　　　オリ ックス株式会社、株式会社日本設計
　　　　　　　住友信託銀行株式会社、東京ガス株式会社
　　　　　　　パナホーム株式会社、三井不動産株式会社
　　　　　　　三井物産株式会社 100ｍ

・街全体の価値向上および様々なサービスをワンストップで提供するサー
ビス事業の検討

・モビリティシェアリング事業による低炭素な街づくり

・新エネルギー機器等の最適導入計画とその空間デザイン
・スマートタウンにふさわしいランドスケープデザインの提案
・スマートタウンを維持し続けるためのガイドライン等の策定

・スマートタウン評価指標（環境不動産価値）の設計
・藤沢 SST 専用の環境配慮型住宅ローンの商品企画
・住民のタウンカード・決済、ポイント管理
・リース・ファイナンススキーム（2次電池等）の提供

［Fujisawa サスティナブル・スマートタウン］　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県　藤沢市



155

［スェーデン　ストックホルム市］

燃料電池、太陽電池、屋上緑化等の導入

省エネ型交通システム

・スウェーデンにおいて初めて燃料電池が住宅用に使用さ
れている。設置された 3 基（各 5kW 出力）のうち 2 基
は SOFC ( 固体酸化物型燃料電池 ) で、１基は PEFC（固
体高分子形燃料電池）､それぞれアトリエ風邸宅、集合住
宅、展示施設に設置されている。

・太陽電池と太陽熱温水器が設置され、太陽エネルギーが
利用されている。太陽電池は集会所の屋根に瓦の代わり
に設置され､太陽電池の躯体が半透明であるため採光性
が高く、部屋が非常に明るくなっている。

・太陽熱温水器はアパートの屋根に設置し､温水をアパー
トの 125 戸に供給している。その他、多くの建物に屋上
緑化が施されている。

・現在、ソーラーパネルは 3か所（2007 年時点）の建物
に設置されており、年間１㎡あたり 100kwの電力を供
給している。ソーラーパネルは、今後増やしていく。

・カーシェアリングや市バス、フェリー、トラムなど多様
な交通手段が整備されているほか、歩道や自転車道の充
実が図られている。

・カーシェアリングシステムでは、2007 年時点で住民
5,500 人の内 350 人が登録し、35 台の車を共有している。

・電気が動力のトラムは CO2 を排出しない。最終的には、
住民と通勤者のうち、8割の公共交通利用を目指す。

排水、家庭廃棄物から消費エネルギーの 50％を賄うシステム
・キッチンで使用される燃料として､下水汚泥や生ごみから発
生させたバイオガス（96 ～ 98％がメタンガス）が都市ガ
ス､天然ガスとともに使用されている。

・また、バイオガスの一部は車や燃料電池の燃料としても活
用されている。

・マンションや道路に取り付けられたカラフルな円筒形の分
別用ゴミ箱は地下に繋がっており、分別されたゴミはコン
ピュータ制御によって、定期的に地下に設置されたパイプ
ラインを通して、負圧により時速 70km で処理場に運搬さ
れ、生ゴミはバイオガス生産用燃料として使用される。

・これらのシステムは Envac 社による “Underground 
WasteManagement System” と呼ばれている。

名称　　　　　Hammarby Sjostad
開発所在地　　ストックホルム市中心部から電車で約２０分
従前土地利用　工業団地
事業主　　　　ストックホルム市主導
供給戸数　　　約 10,000 万戸
計画人口　　　20,000 人以上
事業期間 　   　1993 ～ 2018 年
　　　　　　　　1997　着工
　　　　　　　　2012　一部オープン
　　　　　　　　2018　完成予定
特徴　　　　　ウォーターフロント型環境先進エコ住宅都市

500ｍ

［ハンマルビー臨海地区］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スェーデン　ストックホルム市
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（８）地域コミュニティ

① 町会・自治会

・杉並区では、杉並区内全体の町会・自治会の連合組織として杉並区町会連合会があり、

杉並区町会連合会と各町会・自治会との連携を図るため、17 の地区町会連合会が設置

されている。

・対象地区に係る町会・自治会の数は 23 あり、各々が JR 中央線及び青梅街道を境とし

て荻窪地区、上荻窪地区、天沼地区、阿佐谷地区、成田地区の５つの地区町会連合会に

所属している。

【荻窪駅周辺の町会・自治会のエリア】
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② 商店会、商店街振興組合

・対象地区に係る商店会・商店街振興組合の数は 24 あり、環状８号線や青梅街道、日大二高

通り沿道を中心として荻窪駅から１㎞以上離れた地域まで広く商店街が形成されている。

・荻窪駅周辺に位置する 11 の商店街は『荻窪地区発展協議会』に加盟している。

・各々の商店会・商店街振興組合は、独自にイベントや散策 MAP の作成、IT 技術を活用した

情報発信事業等を実施しているが、荻窪駅周辺の商店街が連携した取組みはあまり実施され

ていない。

N
0 200100 500m

荻窪駅
阿佐ヶ谷駅

荻窪北口大通り商店街新興組合

荻窪南駅前通り睦会

荻窪
南口
仲通
り商
店会

教会通り新栄会

荻窪寿通り商店会

荻窪駅前商店会

天沼
八幡
通り
商店
会

タウンセブン会

荻窪日の出街商店会

荻窪銀座商店会

荻窪北口駅前通り商店会

荻窪
すず
らん
通り
商盛
会

荻窪白山通り商店会上萩本町通り商店会

天沼
新生
会

天沼協和会
日大二高通り商店会

八丁通り商店会

荻窪川
南共栄

会

荻
窪
１
・
２
丁
目
商
栄
会

成田商店会

新成会

阿佐谷北仲通り商栄会

川端新興会

【荻窪駅周辺の商店会・商店街振興組合の位置】

③その他の地域活動団体

・杉並区内には 311 団体のＮＰＯ法人があり、そのうち 30 団体が対象地区内に主たる事務

所を設置しており、ＮＰＯ活動が活発な地域となっている。

・また、荻窪地域及び杉並区内を中心として活動しているまちづくりを目的とした団体は次頁

のものがあげられ、生涯学習やボランティア活動等を通じて地域住民同士の交流を図り、地

域コミュニティの育成と人材育成等を行っている。
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① 保 健 、 医 療 又 は 福 祉 の 増 進 

② 社 会 教 育 の 増 進

③ ま ち づ く り の 推 進

④ 学 術 、 文 化 、 芸 術 又 は ス ポ ー ツ の 振 興

⑤ 環 境 の 保 全

⑥ 災 害 救 援 活 動

⑦ 地 域 安 全 活 動

⑧ 人 権 の 擁 護 又 は 平 和 の 推 進

⑨ 国 際 協 力 活 動

⑩ 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進

⑪ 子 供 の 健 全 育 成

⑫ 情 報 化 社 会 の 発 展

⑬ 科 学 技 術 の 振 興

⑭ 経 済 活 動 の 活 性 化

⑮ 職 業 能 力 の 開 発 又 は 雇 用 機 会 の 拡 充 を

支 援
⑯ 消 費 者 の 保 護

⑰ 以 上 の 活 動 を 行 う 団 体 の 運 営 又 は 活 動

に 関 す る 連 絡 、 助 言 又 は 援 助
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さ
し

い
町

づ
く

り
を

提
言

す
る

。
ま

た
高

齢
者

の
知

識
、

知
恵

を
子

供
達

に
伝

え
、

健
全

な
子

供
達

を
育

て
る

。

●
●

●

6
H

1
4

年
東

京
シ

ル
バ

ー
ケ

ア
研

究
会

上
荻

一
丁

目
 

高
齢

者
及

び
障

害
者

等
が

生
活

し
た

上
で

係
わ

る
制

度
及

び
高

齢
者

及
び

障
害

者
等

が
直

面
す

る
問

題
の

全
て

の
、

調
査

、
研

究
、

評
価

を
行

い
、

情
報

を
提

供
す

る
。

●
●

●
●

7
H

1
5

年
エ

ル
ブ

上
荻

一
丁

目
精

神
障

害
者

の
よ

り
よ

い
地

域
生

活
の

実
現

に
向

け
、

そ

の
支

援
活

動
の

拡
充

と
社

会
的

環
境

の
整

備
を

図
る

。
●

8
H

1
5

年
自

然
と

動
物

を
考

え
る

市
民

会
議

阿
佐

ヶ
谷

南
三

丁
目

 人
と

動
物

の
よ

り
良

い
共

存
関

係
を

築
く

た
め

に
各

種
啓

発
事

業
を

通
し

て
、

動
物

愛
護

精
神

の
高

揚
と

動
物

の
適

正
飼

養
の

知
識

と
技

術
の

普
及

を
は

か
る

。。

●
●

●
●

●
●

9
H

1
6

年
地

中
熱

利
用

促
進

協
会

荻
窪

五
丁

目
 

環
境

に
優

し
い

地
中

熱
の

利
用

技
術

全
般

に
つ

い
て

調
査

・
標

準
化

・
普

及
促

進
 等

の
事

業

を
行

う
。

●
●

●
●

●

1
0

H
1

6
年

サ
ン

フ
ラ

ワ
ー

阿
佐

ヶ
谷

南
３

丁
目

高
齢

者
が

住
み

な
れ

た
地

域
社

会
に

お
け

る
生

活
を

確
保

す
る

た
め

、
不

動
産

及
び

建
築

等
に

関
す

る
専

門
知

識
・

経
験

を
生

か
し

た
コ

ン
 サ

ル
テ

ィ
ン

グ
事

業
を

行
う

。

●
●

【
荻

窪
駅

周
辺

を
活

動
拠

点
と

す
る

N
P

O
法

人
一

覧
】

※
杉

並
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
杉

並
区

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

認
証

団
体

一
覧

」
参

照
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認
証

年
特

定
非

営
利

活
動

法
人

の
名

前
主

た
る

事
務

所
の

所
在

地
定

款
に

記
載

さ
れ

た
目

的
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫
⑬

⑭
⑮

⑯
⑰

1
1

H
1

6
年

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

∞
遊

荻
窪

五
丁

目
 

子
育

て
と

そ
れ

を
と

り
ま

く
環

境
に

関
す

る
普

及
啓

蒙
事

業
、

人
材

育
成

・
派

遣
事

業
、

交
流

の
場

の
提

供
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
事

業
、

政
策

提
言

事
業

等
を

行
な

う
。

●
●

●
●

1
2

H
1

6
年

Ｄ
ｒ

ｅ
ａ

ｍ
ｅ

ｒ
ｓ

荻
窪

五
丁

目
 

子
育

て
に

悩
む

方
々

の
た

め
の

相
談

対
応

業
務

や
シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム

等
の

啓
発

事
業

を
行

う
他

、
養

護
児

童
の

自
立

支
援

、
子

ど
も

の
健

全
育

成
等

を
行

う
。

●
●

●
●

●
●

●
●

●

1
3

H
1

6
年

Ｔ
ｕ

ｎ
ｉ

ｎ
ｇ

　
Ｆ

ｏ
ｒ

　
Ｔ

ｈ
ｅ

Ｆ
ｕ

ｔ
ｕ

ｒ
ｅ

阿
佐

谷
南

三
丁

目

お
も

に
パ

ソ
コ

ン
や

デ
ジ

タ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
 用

い
た

作
業

効

率
化

支
 援

事
業

、省
資

源
推

進
事

業
 、

情
報

収
集

、調
査

事
業

、

セ
ミ

ナ
ー

等
の

啓
発

事
業

等
を

行
う

。

●
●

●
●

●

1
4

H
1

7
年

お
で

か
け

サ
ー

ビ
ス

 杉
並

荻
窪

五
丁

目
 

い
わ

ゆ
る

移
動

困
難

者
の

方
々

に
、

移
動

を
始

め
と

す
る

日
常

生
活

を
支

援
す

る
。

ま
た

い
つ

ま
で

も
健

康
で

、
生

き
い

き
と

暮
ら

せ
る

支
援

活
動

を
行

う
。

●
●

●
●

●
●

●
●

1
5

H
1

7
年

ウ
ェ

ル
　

パ
ー

ト
ナ

ー
上

荻
二

丁
目

 

保
健

、
福

祉
の

増
進

、
訪

問
看

護
・

施
設

入
所

者
生

活
介

 護
、

通
所

介
護

、
高

齢
者

移
送

及
び

介
護

介
助

等
に

係
る

支
援

・
 

啓
蒙

普
及

活
動

等
の

事
業

を
行

う
。

●
●

1
6

H
1

8
年

東
京

理
容

美
容

福
祉

協
会

阿
佐

谷
南

三
丁

目

 健
康

で
真

に
豊

で
ゆ

と
り

あ
る

生
活

を
実

現
す

る
た

め
、

理

容
美

容
技

術
者

が
持

っ
て

い
る

技
術

を
広

く
社

会
福

祉
に

役

立
て

る
。

●
●

●

1
7

H
1

8
年

む
く

阿
佐

谷
南

三
丁

目
 

障
害

者
が

個
人

と
し

て
 の

尊
厳

を
十

分
に

尊
重

さ
れ

，
社

会

の
成

員
と

し
て

，
就

労
を

含
 む

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で

き
る

よ
う

 支
援

す
る

。

●

1
8

H
1

9
年

あ
お

ば
福

祉
会

上
荻

一
丁

目
精

神
障

害
者

の
よ

り
よ

い
地

域
生

活
の

実
現

に
向

け
、

そ
の

支

援
活

動
の

拡
充

と
社

会
的

環
境

の
整

備
を

図
る

。
●

1
9

H
1

9
年

し
ゅ

わ
え

も
ん

上
荻

二
丁

目
 

ろ
う

児
及

び
ろ

う
者

の
両

親
を

持
つ

子
ど

も
を

中
心

に
、

家
庭

教
師

の
派

遣
、

地
域

や
学

校
と

の
連

携
を

結
ん

だ
教

育
支

援
事

業
 、

生
涯

学
習

の
支

援
事

業
、

研
究

活
動

並
び

に
情

報
提

供

事
業

を
行

な
う

。

●
●

●
●

2
0

H
1

9
年

ち
ぃ

き
ち

ぃ
き

荻
窪

四
丁

目

親
の

自
立

支
援

に
関

す
る

事
業

、
育

児
の

手
助

け
に

関
す

る
事

業
、

異
世

代
異

文
化

交
流

に
関

す
る

事
業

、
新

し
い

地
域

社
会

づ
く

り
に

対
し

て
の

普
及

啓
発

教
育

に
関

す
る

事
業

を
行

う
。

●
●

●
●

●
●

●
●

●

【
荻

窪
駅

周
辺

を
活

動
拠

点
と

す
る

N
P

O
法

人
一

覧
】

※
杉

並
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
杉

並
区

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

認
証

団
体

一
覧

」
参

照
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認
証

年
特

定
非

営
利

活
動

法
人

の
名

前
主

た
る

事
務

所
の

所
在

地
定

款
に

記
載

さ
れ

た
目

的
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫
⑬

⑭
⑮

⑯
⑰

2
1

H
1

9
年

日
本

ス
ポ

ー
ツ

教
育

協
会

荻
窪

三
丁

目
 

ス
ポ

ー
ツ

・
環

境
保

全
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
 開

発
、

イ
ベ

ン
ト

、
ス

ク
ー

ル
、

公
共

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
管

理
・

運
営

に
関

す
る

事
業

を
行

う
。

●
●

●
●

2
2

H
2

0
年

美
術

教
育

支
援

協
会

荻
窪

四
丁

目

美
術

を
通

じ
て

感
性

豊
か

な
人

格
形

成
を

行
う

た
め

の
教

育
に

対
し

て
、

美
術

教
材

の
提

供
、

教
育

機
会

の
提

供
、

教
育

人
材

 の
派

遣
な

ど
の

事
業

を
行

な
う

。

●
●

●
●

2
3

H
2

0
年

銀
座

温
泉

語
会

「
ぎ

ん
ざ

の
か

い
」

上
荻

二
丁

目
 

温
泉

郷
の

旅
館

・
ホ

テ
ル

及
び

そ
の

所
在

す
る

地
方

自
治

体
（

市
町

村
）

に
対

し
て

「
町

お
こ

し
・

村
 お

こ
し

・
温

泉
お

こ
し

等
」

を
提

案
し

、
地

域
活

性
化

支
援

事
業

の
お

手
伝

い
を

行
い

、
旅

行
者

等
に

対
し

、
国

内
温

泉
郷

等
へ

の
よ

り
質

の
高

い
旅

行
の

企
画

・
提

案
事

業
を

行
う

。

●
●

●
●

2
4

H
2

0
年

ア
バ

ロ
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

南
荻

窪
四

丁
目

中
高

年
層

に
対

し
て

、
余

暇
開

発
に

関
す

る
事

業
を

行
う

。
●

●
●

2
5

H
2

0
年

環
境

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

全
国

連
合

会
荻

窪
五

丁
目

 
次

世
代

を
担

う
こ

ど
も

た
ち

並
び

に
多

く
の

市
民

及
び

事

業
所

等
に

対
し

、
環

境
保

全
思

想
の

普
及

啓
発

を
行

う
。

●

2
6

H
2

1
年

キ
ャ

リ
ア

レ
ン

ジ
南

荻
窪

四
丁

目

男
性

の
育

児
休

業
取

得
拡

充
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
 事

業
、

高
齢

者
の

再
就

職
支

援
事

業
、

子
ど

も
の

職
業

体
験

事
業

、

小
冊

子
・

情
報

誌
の

発
行

及
び

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
開

設
に

よ
る

普
及

啓
発

事
業

を
行

う
。

●
●

●
●

●

2
7

H
2

2
年

こ
ど

も
交

通
安

全
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
荻

窪
五

丁
目

定
期

的
に

子
供

や
保

護
者

、
職

員
を

交
え

て
の

交
通

安
全

大
会

、
職

員
に

対
し

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 及

び
園

児
を

対
象

と
し

た
表

現
体

操
を

は
じ

め
と

し
た

交
通

安
全

に
基

づ
く

環
境

づ
く

り
や

実
施

。

●
●

●
●

●

2
8

H
2

2
年

全
国

農
業

体
験

農
園

協
会

荻
窪

二
丁

目

農
業

者
に

対
し

て
農

業
体

験
農

園
の

普
及

並
び

に
 運

営
等

に
対

す
る

協
力

・
支

援
を

中
心

と
し

た
農

業
経

営
の

改
善

 

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

農
業

啓
発

を
行

う
。

●
●

●
●

●

2
9

H
2

2
年

ア
ニ

メ
ー

タ
ー

支
援

機
構

荻
窪

四
丁

目
 

映
像

業
界

へ
の

就
職

を
目

指
す

人
な

ど
に

向
け

た
イ

ベ
ン

ト
や

セ
ミ

ナ
ー

 等
の

企
画

や
開

催
な

ど
の

事
業

を
行

う
。

 

ま
た

映
像

制
作

を
行

う
上

で
必

要
と

な
る

機
材

や
 場

所
、

情
報

、
交

流
の

場
を

提
供

す
る

。

●
●

●
●

3
0

H
2

2
年

和
陽

文
化

振
興

会
荻

窪
二

丁
目

 

日
本

の
伝

統
的

な
芸

術
お

よ
び

文
化

な
ど

に
関

す
る

事
業

を
行

い
、

日
本

の
伝

統
的

な
芸

術
・

文
化

に
携

わ
る

ア
ー

 

テ
ィ

ス
ト

の
活

動
を

支
援

す
る

。

●
●

●

【
荻

窪
駅

周
辺

を
活

動
拠

点
と

す
る

N
P

O
法

人
一

覧
】

※
杉

並
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
杉

並
区

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

認
証

団
体

一
覧

」
参

照
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【その他の地域活動団体の概要】

●荻窪地域区民センター協議会

［目　　的］　住民自治のもとに、地域住民の相互の交流と活動の拡大を図り、地域の豊かなまちづ

くりを進める

［主　　体］   荻窪地域内の町会・自治会、商店会、小・中学校 PTA、青少年育成委員会、民生委員

などの団体推薦委員と公募委員 38 名以内（原則）のボランティア

［活動内容］　・各種学級講座

　　　　　　・センターカレッジの開催まつり

　　　　　　・アート展などの集団事業の開催

　　　　　　・広報誌の発行・ホームページの運営

　　　　　　　上記等の地域のコミュニティ形成に必要な事業

●特定非営利活動法人すぎなみ学びの楽園

［目　　的］　世代を問わず地域内での交流を深め、楽しく豊かに過ごす杉並ライフ創りを目指す

［発　　足］　平成 18 年

［主　　体］   『すぎなみ地域大学』の講座修了生等

［活動内容］　・旧角川源義邸、区立「角川庭園・すぎなみ詩歌館」の運営管理業務

　　　　　　・杉並区の高齢者の施設である「ゆうゆう館」の運営管理業務

　　　　　　・天沼弁天池公園の清掃、管理などの「公園育て」のボランティア活動

　　　　　　・杉並まちづくり交流協会の中心として「まちづくりサロン」を実施

　　　　　　・「まちづくり博覧会」で杉並区と協働し地域のまちづくり団体の活動の発表

●すぎなみ地域大学

［目　　的］　地域活動に必要な知識・技術を学び、 仲間を拡げることで、地域社会に貢献する人材を

育成する

［発　　足］　平成 18 年 4 月

［主　　体］   杉並区

［活動内容］　日常生活に関する講座から専門的な知識を学べる講座まで多様な講座を NPO 法人等が

開催する。講座終了後は実際に活動できる場が提示され、地域活動に取り組むことが

できる。
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（９）文化・芸術・スポーツ

① 文化・芸術活動

《文化・芸術に関する活動状況と活動拠点》

・杉並区内を主な活動地域とする文化・芸術関連の活動団体は、音楽をテーマとしたもの

が多く、杉並公会堂やセシオン杉並等の施設を中心として演奏会等を開催しており、近

年も新たな団体が設立されている。

・区民が活動拠点として利用できる施設は対象地区内に 8 つあり、定員 100 人以下の小

～中規模の会議室が多い。

【杉並区内の文化・芸術活動の状況】

※すぎなみ地域コムホームページ等参照

団体・事業名称 テーマ 活動内容 団体種別 活動地域 設立時期

カサブランカ 音楽

音楽やダンスやファション、

健康をテーマとしたイベント

開催等

任意団体 杉並全域 平成 13 年

杉並尺八研究会 音楽
古典尺八等の研究、小中学校

での出前受業等
任意団体 杉並全域 平成 20 年

杉並区民オペラ 音楽

オペラの普及・地域文化の発

展を目的とした区民参加型の

オペラ公演の実施等

任意団体 - 平成 20 年

ウクレレ・レイ・アロハ 音楽
ウクレレやハワイアンソング

を通した交流会等
任意団体 杉並全域 平成 23 年

杉並ジュニア混声合唱団 音楽

定期演奏会及び区の主催演奏

会など数々の演奏会に参加。

また、レコーディング等 

任意団体 高円寺地域 -

NPO 法人楽弦 音楽 コンサートの実施等 NPO 法人
京王井の頭

線沿線
-

杉並で能楽をたのしむ会 文化 大宮八幡宮での能の実施等 その他 杉並全域 平成 12 年

特定非営利活動法人芸術

資源開発機構
アート

高齢者施設等へのアートデリ

バリー（ワークショップ開催）
NPO 法人 国内全域 平成 14 年

特定非営利活動法人チュー

ニング・フォー・ザ・フュー

チャー

アート

情報化

一般の企業向けＩＴスキルの

ブラッシュアップ型講座から

地域で活動する団体や個人を

支援するための各種実践的な

講座を実施

NPO 法人 杉並全域 平成 16 年

杉並シナリオワーク

ショップ
演劇

シナリオ作成の勉強会、発表

講演会の実施
任意団体 阿佐谷地域 平成 22 年

杉並郷土史会 歴史

杉並の歴史の研究、文化財の

保護、歴史講演会や史跡見学

会の開催

任意団体
阿佐谷、高

円寺、荻窪
昭和４８年
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名称 所在地

施設概要

会議室

集会場

体育

遊戯室
講堂 展示室

工芸室

料理室
音楽室 その他

総面積

㎡

対
象
地
区
内

あんさんぶる荻窪 荻窪 5 丁目15 番 13 号 8 1 ー ー ー ー ー 787.3

産業商工会館 阿佐谷南 3 丁目 2 番 19 号 3 ー 1 1 ー ー 1 595.0 

荻窪地域区民センター 荻窪 2 丁目 34 番 20 号 7 1 ー 2 4 3 5 1330.2

天沼会議室 天沼 2 丁目 30 番 10 号 2 ー ー ー ー ー 2 243.0 

天沼児童館 天沼 1丁目 6 番 25 号 1 ー ー ー ー ー ー 51.8

荻窪児童館 荻窪 2 丁目 40 番 2 号 ー 1 ー ー ー ー ー 117.9

大田黒公園茶室 荻窪 3 丁目 33 番 12 号 ー ー ー ー ー ー 1 47.8

角川庭園・すぎなみ詩歌館 荻窪 3 丁目14 番 22 号 ー ー ー ー ー ー 3 327.7

対
象
地
区
周
辺

杉並会館 上荻 3 丁目 29 番 5 号 3 ー ー ー ー ー 3 438.3

ゆう杉並 荻窪 1丁目 56 番 3 号 3 2 ー ー 1 ー 7 ー

科学館 清水 3 丁目 3 番 13 号 ー ー 1 ー 1 ー 4 787.7

本天沼区民集会所 本天沼 2 丁目12 番 10 号 4 ー ー ー ー ー 1 174.6

荻窪会議室 南荻窪 2 丁目 28 番 13 号 ー ー ー ー ー ー 2 124.4

上荻窪会議室 上荻 3 丁目16 番 6 号 ー ー ー ー ー ー 1 37.8

阿佐谷会議室 阿佐谷北 2 丁目18 番 17 号 ー ー ー ー ー ー 3 126.6

本天沼児童館 本天沼 3 丁目 34 番 35 号 ー 1 ー ー ー ー ー 90.9

西田ゆうゆうハウス 荻窪 1丁目 38 番 15 号 2 ー ー ー ー ー 1 ー

杉九ゆうゆうハウス 本天沼 1丁目 2 番 19 号 2 ー ー ー ー ー 1 ー

【荻窪駅周辺における文化芸術活動の拠点として利用できる公共施設】

名称 所在地 施設等の概要

杉並公会堂 上荻 1丁目 23 番 15 号

日本フィルハーモニー交響楽団のホームグラウンドの機能も

有する公共ホール。コンサートやシンポジウム、式典等に利

用される。

郷土博物館分館 天沼 3 丁目 23 番 1号 杉並の歴史を紹介する展示、体験教室や講座を開催

杉並アニメーションミュージアム

（杉並会館内）
上荻 3 丁目 29 番 5 号 アニメ全般の紹介と、参加型展示や企画展を開催

中央図書館 荻窪 3 丁目 40 番 23 号
児童向けに「おはなし会」、「科学遊び」、「工作会」などの行事

を開催、一般向けとして「講演会」や「展示会」を開催

【その他文化芸術活動の拠点として利用されている施設】

N
0 200100 500m

産業商工会館 

ゆう杉並 

荻窪会議室

すぎなみNPO支援センター
荻窪駅

0.5 ㎞

1 ㎞

天沼もえぎ公園

天沼西公園

おしかわ公園

天沼三丁目公園

上萩児童遊園

大田黒公園

天沼地蔵前公園

荻窪第二児童遊園

清水一丁目公園

南荻窪中央公園

天沼東公園

たんぽぽ公園

荻窪公園

成宗公園

上荻窪第三児童遊園

天沼一丁目児童遊園

阿佐谷児童遊園

阿佐谷南公園

清水森公園

荻窪第一児童遊園

桃井公園

おぎ緑地

西田公園

本天沼南公園

清水いこいの森

上萩第二児童遊園

南荻窪公園

松渓公園

なりむね児童遊園

天沼児童遊園
中通公園

阿佐谷西公園

西田第二児童遊園

西田仲よし広場緑地

本天沼東公園

本天沼北公園

天神橋公園

松山児童遊園 阿佐谷こぶし緑地

阿佐谷ことり公園

関根文化公園

西萩わかば公園

まてば緑地

宮前公園

小鳩公園

桃井原っぱ公園

読書の森公園

天沼弁天池公園

松渓橋公園

荻窪体育館

関根文化公園プール

中央図書館

あんさんぶる荻窪

天沼会議室 

南荻窪図書館

阿佐谷図書館

本天沼区民集会所

西萩図書館

郷土博物館分館

西田ゆうゆうハウス
（生涯学習振興室）

杉並公会堂

角川庭園・幻戯山房「すぎなみ詩歌館」

杉並アニメーションミュージアム

上荻窪会議室 館

荻窪地域区民センター

阿佐谷会議室

文化施設、集会所等

運動施設

公園・緑地

凡例

【各施設の位置】
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《特徴的な分野》

-アニメーション

・杉並区には 70 以上のアニメーション製作会社が立地しており、世界有数のアニメスタジオ

集積地となっていることから、杉並区ではアニメーション産業を杉並の地場産業として位置

付け、アニメ産業の発展支援に取り組んでいる。

・その一環として、杉並アニメーションミュージアムを整備（平成１７年）するとともに、「ア

ニメーションフェスティバル in 杉並」や「杉並アニメ匠塾」等のイベントや講座を開催し、

多くの参加者を集めている。

・地域においても、商店街とアニメーション制作会社等が連携し、アニメに関連したイベント

を実施したり、小中学校の授業でアニメ製作を行うなど、地域一体となって「アニメのまち」

としての取組みを行っている。

・荻窪駅周辺においてもアニメーション製作会社が多数立地しており、杉並アニメーション

ミュージアムの最寄駅ともなっている。

【アニメに関連したイベント】

※杉並区ホームページ、上井草商店街ホームページより引用

 〈アニメーション制作会社等の主催イベント〉

 ●アニメーションフェスティバルｉｎ杉並　

　［主催］杉並アニメ振興協議会、杉並区等

　［会場］杉並会館、桃井第一小学校等

　［時期］1月～ 3 月中での数日間

　［イベント概要］

　アニメ映画の上映やワークショップ、キャラクターの衣

装で撮影会などのイベントが数日間にわたり行われる

［参加者数］

　第 9 回（平成 22 年 3 月 6 日、7 日）：約 10,520 名

　第 8 回（平成 21年 3 月 8 日、9 日）：約 13,010 名

第 7 回（平成 20 年 3 月 8 日、9 日）：約  8,200 名

 〈商店街との連携イベント〉

 ●上井草ガンダムスタンプラリー　

　［主催］上井草商店街振興組合

　［会場］上井草商店街

　［イベント概要］

　商店街の店舗や杉並アニメーションミュージアムに

設置したラリーポイントを巡るスタンプラリーを開催

し、商品としてガンダムモニュメントのグッズを配布
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- クラシック音楽

・中央線沿線は、高円寺が若いロックミュージシャンやアーティスト等が集まるロックの街、

阿佐谷が阿佐谷ジャズストリートに代表されるジャズの街として親しまれており、音楽と関

連が深い街が多い。

・その中で荻窪駅周辺では、昭和 32 年の杉並公会堂の開館をきっかけとして、クラシック音

楽が育まれ、平成 12 年からクラシック音楽を中心とした「荻窪音楽祭」が毎年２回開催さ

れる等、クラシック音楽を通じたまちづくりに取り組んでいる。

 ●日本フィルハーモニー交響楽団との友好提携　

　平成６年に杉並区と友好提携を結び、杉並公会堂をフラン

チャイズホールとして活動している。

　杉並公会堂での定期的なコンサートや杉並区役所のロビー

等での室内楽コンサートを開催する他、区民に対する音楽

教室を実施する等、地域に密着した活動を行っている。

 ●荻窪音楽祭　

　［主催］「クラシック音楽を楽しむ街・荻窪」の会 

　［会場］杉並公会堂、荻窪駅北口広場、荻窪駅周辺の

公共公益施設、公園、店舗等の多様な会場

　［イベント概要］

　クラシック音楽を通じて街の活性化を目的に春と秋の年 2

回開催。杉並公会堂や教会、路上など様々な場所でクラ

シックコンサートが開かれる。

【クラシック音楽に関連した取組み】

荻窪駅周辺
エヌ・デザイン

アクタス

デセル

ノーマッド

まどか

旭プロダクション

ムクオスタジオ

オープロダクション

スタジオフラッグ

プロダクション・アイ

カラク

伽羅

【荻窪駅周辺のアニメスタジオ】

阿佐ヶ谷駅周辺
マッドハウス

南町奉行所
アトリエローク

アンサー・スタジオ

石垣プロダクション

グリーン

スタジオ風雅

西荻窪駅周辺
パ シ フ ィ ッ ク ア ニ メ ー

ションコーポレーション

葦プロダクション
かえるスープワークショップ

スタジオディーン

キャッツ

スタジオトイズ

※交通新聞社「散歩の達人」（平成 18 年 3 月発行）参照
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- 文学

・井伏鱒二の ｢ 荻窪風土記」によると、大正 12 年の関東大震災の後、東京近郊の住宅地となっ

た阿佐谷・荻窪の周辺は、出版社などがある都心に近く、安価で気軽に住めるという条件に

当てはまっていたため、作家・芸術家、画家等の知識人が多く移り住み、荻窪の文化を形成し

ていったと書かれている。

・現在でも、荻窪駅周辺には大田黒公園や角川庭園・すぎなみ詩歌館をはじめとする文学を感

じられる施設が多く点在している。

分野 居住地 活動内容

与謝野晶子 文学 南荻窪

歌人、作家。歌集 ｢ みだれ髪」や源氏物語の現代語訳など。桃井第二小学校の校歌を

作詞。与謝野鉄幹、与謝野晶子夫妻の家があった場所を買収して作られたのが南荻窪

中央公園。

北原白秋 文学 阿佐谷
詩人、童謡作家、歌人。｢ 明星」「スバル」などに詩歌を発表。数多くの詩歌、童謡

を残している。

角川原義 ー 荻窪
実業家、国文学者、俳人。角川書店の創設者。1949 年角川文庫発刊。現在自宅は

改修され角川庭園として公開されている。

棟方志功 美術 荻窪
版画家。ゴッホの絵画を見て感動し芸術家を目指す。文化学院で美術教師も務める。

昭和 26 年から晩年まで荻窪に居住。

井伏鱒二 文学 清水

昭和 2 年に転居。作家。｢ 山椒魚 ｣、｢ 黒い雨」、「荻窪風土記」等を執筆。荻窪風土

記では戦前から作家、画家等の知識階層が多く住み、荻窪の文化が形成されていった

ことが書かれている .

川端康成 文学 阿佐谷
小説家。横光利一らと ｢ 文藝時代 ｣ を創刊。｢ 伊豆の踊子」｢ 雪国」など多数の作品

を発表し、日本人で初となるノーベル文学賞を受賞。

三好達治 文学
天沼、

東田町

詩人。萩原朔太郎に師事。「四季」、｢ 文学界 ｣ などにかかわる。詩集 ｢ 一点鐘」評論

｢ 萩原朔太郎 ｣ など執筆。古典派抒情詩人として活躍。阿佐ヶ谷会のメンバー

阿部知二 文学 南荻窪
小説家、英文学者、翻訳家。｢ 白鯨 ｣ を初めて訳し、代表作となる。シャーロックホー

ムズシリーズの訳者としても知られる。

大田黒元雄 音楽 荻窪

音楽評論家。日本の音楽評論の草分けとして知られる。｢ バッハよりシェーンベルヒ」

という著書の中で、日本で知られていなかった多くの作曲家を紹介した。自らもピア

ノを演奏。荻窪の自邸の大部分が「大田黒公園」となった . 仕事場は ｢ 記念館」とし

て保存されている。

石井桃子 文学 荻窪

児童文学作家、翻訳家。｢ くまのプーさん」｢ ピーターラビットのおはなし」などの翻訳、

｢ ノンちゃん雲に乗る」「三月ひなのつき」などの児童文学の創作を行った。井伏鱒

二や阿佐ヶ谷文士会との交流もあった。杉並区名誉区民。

太宰治 文学 天沼
小説家。｢ 走れメロス ｣、｢ 斜陽」、｢ 人間失格 ｣ など執筆。井伏鱒二に弟子入り。阿佐ヶ

谷会のメンバー。

松本清張 文学 高井戸
小説家、犯罪の動機を重視する作風の推理小説で知られている。「点と線」、｢ 砂の器」

など。1961 年に杉並区高井戸に転居。直木賞の選考委員も務める。

前田寛治 美術 天沼

洋画家。33 歳の若さで早世し、10 年に満たない活動期間であったが当時の芸術家

に多大な影響を与えた。1922 年から 1925 年までフランスに滞在し、パリの美術

学校アカデミー・ド・ラ・グラン・ショーミエールに籍を置いてクールベの写実主義

を研究する 1928 年に天沼二アトリエ兼自宅を建てて前田写実研究所を開設。

谷川俊太郎 文学 ー
詩人、翻訳家、絵本作家、脚本家。多数の詩集、絵本を出版。｢ スイー ｣｢ マザーグー

スの歌」などの翻訳も手がける。「谷川俊太郎詩集」に杉並の風景が描かれている。

ねじめ正一 文学 高円寺

小説・詩集・エッセイ・児童書・作詞。

阿佐ヶ谷パール商店街で民芸店「ねじめ民芸店」を営む。小説 ｢ 高円寺純情商店街」

は主に乾物屋を営んでいた実家のエピソードを描いたもの。

【荻窪駅周辺に暮らした文化人】
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・杉並区内には古書店が多く、全国 2 位の古書店数を誇る。古書店は中央線沿線の駅周辺に

分布しており、駅ごとに特徴がみられる。高円寺は、老舗、古書とカフェ、古書と朗読会な

ど老舗と新感覚の店が混在している地域。阿佐谷は中杉通りを中心に、こだわりのある品ぞ

ろえと味のある店主が魅力の古書店が集まる地域。西荻窪は住宅街の中に隠れたレトロな古

書店が点在する地域。荻窪駅周辺は、大型店舗や大量流通の店舗があるが、その一方で学術

書や全集物の専門店といった希少な古書店に出会える地域でもある。

【荻窪駅周辺の文学が感じられる施設】

※すぎなみ学倶楽部ホームページ、荻窪ナビホームページより引用

 ●大田黒公園　

　音楽評論家の大田黒元雄自邸跡地につくられたもので、回遊式

日本庭園となっている。園内は趣のある静かな佇まいで、茶室

や、記念館（大田黒氏の仕事場を保存、愛用のピアノが展示さ

れている）、筑波石と植込みで飾られた池もあり、ほとりには

あずまやが建っている。

 ●角川庭園・すぎなみ詩歌館　

　角川書店（現・角川グループホールディングス）創設者で、俳人・

国文学者の角川源義（げんよし、1917-1975）の邸宅を、外

観を可能な限り創建当時の姿に復元したもので、ウメ、サツキ、

サルスベリなど季節の花を楽しむことができ、庭園は公園とし

て開放されている。

●読書の森公園

　区立中央図書館の横に 2004 年春に開園した。園内の芝部や

ベンチ、あずまや等は読書をするのに適している。また、井伏

鱒二をはじめ、谷川俊太郎、石井桃子、北原白秋といった杉並

区ゆかりの作家にちなんだ本型のモニュメントが設置されてい

る。
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※すぎなみ学倶楽部ホームページより引用

【古書店の分布】
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◇「荻窪駅」と聞いて連想すること（来街者アンケートより）
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杉並区の中心地

クラシックを楽しむ街（荻窪音楽祭）

ラーメン店が多い街

数多くの商店街がある街

タウンセブンやルミネなどの大規模店舗がある街

JR 中央線と地下鉄丸ノ内線の乗り換え駅

青梅街道

環状八号線

おしゃれな街

生活の街（住宅地）

若者・学生の街

家賃が高い

歴史や文化の街

特徴のない街

ゴミゴミした街

その他

無回答

（％）

合計(n=328)
◇「荻窪駅」と聞いて連想すること（Web アンケートより）
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杉並区の中心地

クラシックを楽しむ街（荻窪音楽祭）

ラーメン店が多い街

数多くの商店街がある街

タウンセブンやルミネなどの大型店舗がある街

JR中央線と地下鉄丸ノ内線の乗り換え駅

青梅街道

環状八号線

おしゃれな街

生活の街（住宅地）

若者・学生の街

家賃が高い

歴史や文化の街

特徴のない街

ゴミゴミした街

その他

《アンケート結果》

・今回の来街者アンケート及び Web アンケートにおいて、「荻窪駅と聞いて連想でき

ること」という問いに対し、両アンケートとも「ラーメン店が多い街」が最も多かっ

た。特に Web アンケートでは、その他の回答との差が大きく、広く「荻窪＝ラーメ

ンの街」のイメージが定着していることがわかる。

・「クラシックを楽しむ街」という回答は、比較的荻窪駅になじみのある方を対象とし

た来街者アンケートでは回答数が多いが、Web アンケートでは少なく、地区外の人

にはあまり周知されていないことがわかる。

※複数回答（回答者数 167 人）

※複数回答（回答者数 253 人）
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② スポーツ・レクリエーション

《スポーツ・レクリエーション施設》

・地区内の屋内運動場は荻窪体育館のみで、屋内のスポーツ施設は少ないが、杉並区内の小中

学校の体育館やプールが夕方以降に一般に開放されている。

・荻窪体育館ではフィットネスや体操、チアリーディング等の多様なスポーツ教室が開催され

ており、区民が気軽にスポーツを体験できるような取組みを行っているが、高齢者を対象と

したスポーツ教室等は少ない。

・対象地区南側に隣接する善福寺川緑地は、善福寺川に沿った全長約 4.2km の公園で、ウォー

キング等の日常的な運動に適した公園となっており、高齢化対策を目的としたウォーキング

を推進する NPO 法人のウォーキングコースのひとつとなっている。

・また、杉並区では、まちなかを歩く「知る区ロード」や「区民歩こう会」を開催し、地域に

ついての知識を深めながら健康を促進する取り組みも行われている。

名称 所在地

施設概要

バスケット

ボール

バレーボー

ル
野球

バドミント

ン
卓球 テニス その他 プール

対
象
地
区
内

荻窪体育館 荻窪 3 丁目 47 番 2 号 1 面 2 面 ー 4 面 16 台 ー

武道場、

小 体 育

館

ー

対
象
地
区
周
辺

関根文化公

園プール
上荻 4丁目 2 番 6 号 ー ー ー ー ー ー ー

20 ｍ、幼

児用

福寺川緑地

杉並区成田東二・三・四

丁目、成田西一・三・

四丁目、荻窪一丁目

ー ー 2 面 ー ー 3 面 ー ー

【荻窪駅周辺のスポーツ施設】


